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ムを建設中である.

ベオグラｰドからチュｰリッヒヘ

9月25日ベオグラｰド発サバ河を渡りNoviBeog･

radを左手に見たのちザグレブまで往路と同じ道を逆

走して4時すぎクロアチアの首都である同市着これ

より南下してアドリア海岸に出るつもリで道を左にとり

同夜はカルロバックに泊る.ユｰゴのホテルはすべて

A･B･Cのクラスに分かれていてそれぞれ公定値段の

ようなものカミある.Bクラスで2,000円から5,000円く

らい.調度や清潔さはやはりスイスオｰストリアに

比較して落ちる.

9月26日カル源バックよりデイナリディス山脈を横断

して昼ごろ海岸のリヂエカに出る.石灰岩がむきだし

に在ったなだらかた丘が碧い空の下に良いコントラスト

を見せいかにも地中海に出たという感じである.街

の様子も南部から見ると一段と明るく最早ユｰゴの国

外にでたような印象を与支る.丘陵の閏を縫って国境

を抜けるとトリエステである.ここからハイウエイに

入ってベネチア(ベニス)までは僅かエ時間半であった.

9月27日ベネチアから一ミラノまではボｰ河に沿ってハ

イウエイがある.片側車線の気持のよい道だが道を

走るのに忙しく左右の風景はほとんど分からたい.ミ

ラノから北上してコ手ヘノ･イウエイはここで終わる.

スイス領に近づいた途端に道は峻しくたり美しい湖や

嶺カ視えてくる.何となくほっとした感じ.スイス

ヘ入った頃目が暮れて途中の小村に一泊.

9月28日ノレガノを過ぎサン･ベルナルデイノ峠に向か

って道は次第に上って行く,ここはペニニｰ帯に属す

る多数のナッペを持った複雑凌結晶片岩のまっただなか

である.峠の高さば2草065㎜であるか立派なトンネル

があってトンネノレを抜けるとライン川の最上流の古

いスイスの山村の趣きに満ちたせまい谷間にでる,わ

れわれの旅もやっと峠を越した帯

幸に車のトラフノレもなくこれといった事故もなく

結果的には平担たる道を予定の如くに踏破したに止まっ

たが準備の期間も含めてこの2週間は最も緊張した毎

日であ一った｡再びチュｰリッヒのわが象にもどってエ

ンジンを切った瞬間にはただチロルアルプスの牧場や

ユｰゴの農村ドナウ河から見たブルガリアの黒い森

あるいは地中海の碧紺の波がスライドのように断片的に

脳裏に浮かびまた消麦て行っただけであった.

(筆者は荏夙イス燃料部)
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1.1971年8月!8周(水)

∴27目(金)

2.国際水文地質学会ア

ジア地域会議

3､東京

4.同本地下水学会

5.川一騎市久本135地質調査所水資源課内

目本地下水学会留(044)8ト3ユ7!(代)
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1.1971年6月21目(月)～7月20目(金)

2.結晶成長国際夏の学校

3.オランダライデン市近郊
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4.同上組織委員会
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･日本地学教育学会

1.昭和46年8月24貝(火)～29局(目)

2.日本地学教育学第2胴全国大会

3.東京都立教育研究所及び東京学芸大学

4.日本地学教育学会

5.東京都小金井市貫井北町東京学芸大学地学教室内

目本地学教育学会留(0423)21-174!

日本地球化学会

1.昭和46年10月15目(金)～17目(目)

2.1971年地球化学討論会

3.日本都市センタｰ(東京都千代田区平河町)

4.日本地球化学会･日本化学会共催

5.東京都杉並区高円寺北4-35-8

気象研究所地球化学研究部内同本地球化学会事務局

留(03)337-1111(内線)75

日本岩石鉱物持殊技術研究会

1.1沼和46中7月28目(水)～3鵬(金)

2.第14回研究発表会金属非金属構造地質耐火物等の薄

片研磨片の作成に関する講演会

3.名古屋大学理学部地球科学教室.名古屋市千種区不老町

4.5.日本宗石鉱物特殊技術研究会

川崎市久本135地質調査所内留(044)86-3ユ7王

〔注〕ユ.開催準凋2.金奇名3.会場4.主催者
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